川沿いの橋
有田町の内山（うちやま）地区の大通りとほぼ平行して流れる川には、小さな橋がいくつか架かっている。近代までの有田の磁器生産には、川が重要な役割を果たしており、磁石を粉状に砕くために使われるトリップハンマーの動力となっていた。江戸（えど）時代（1603～1867）には、この木製装置が100個以上川沿いに並んでいた。また、水は磁器を作るために使われる土や釉、絵の具の原料にもなっている。

有田の河川敷は、割れたやきものが散乱している。江戸時代には、磁器の欠陥品は窯元から出されるとすぐに山腹に捨てられていた。今でも、地滑りが起きたり大雨が降ったりするたびに、長い間埋まっていた陶磁器の破片が出てくる。明治時代（1868 -1912）には磁器はそのまま川に捨てられていた。川底や土手沿いにはたくさんの色鮮やかな磁器が埋まっているのを見ることができる。ただし、こういった欠片はいずれも埋蔵文化財と見なされる可能性があるため、掘り出す（＝見つけた陶片を持ち帰る）のは禁止されている。

西光寺（さいこうじ）の真正面には小さな橋が架かっている。この橋を少し過ぎたところにはさらに古いアーチ型の石橋があるが、一部が埋まってしまっている。

